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　写真は、このたび代々木八幡に竣工した集合住宅です。長い間お米屋
さんを営んでこられた建て主は、バブル期に、商店街の他の店舗が次々
と売却されたり、他の場所へ移転されたりする中、近隣の方たちの「他
にはない美味しい精米」を求める声に応えてお店を続けてこられました。
しかし、木造の住宅の老朽化も進み、このたびビルを建てられることに
しました。設計者のリオタデザインの関本竜太氏は木造の住宅のテイス
トを RC 造の建物の中にも存分に活かし、ご夫妻が暮らしていく新たな
空間はとても心地よいものになりました。
　
　今月号の「フロントライン」では、その関本氏が若い頃フィンランド
を訪れたときの話を取り上げました。大きな決断を迫られるときに、ど
うしたらいいのか、これが未来にどんな結果を及ぼすのか、誰もが迷う
ところです。進路に悩んでいた関本氏は、一大決心でフィンランドに向
かいます。そして、設計事務所に職を求めて直談判をしていきます。日
本人はとかく周りを気にしすぎる傾向があるようです。空気をよく読め
とか、きちんとしたシステムに乗らないとだめだとか、完璧な状態でな
いと何もできないと考えがちです。しかし、自分の進路は決めたら行動
あるのみ、それが結果に繋がっていく。失敗も数多くあることでしょう。
でも、学ぶことも多いはず。こちらがワクワクするようなお話を聞かせ
ていただきました。

　フィンランドという国は、北欧の遠い国ですが、アニメ「ムーミン」

（トーヴェ・ヤンソン作）やシベリウス作曲の交響詩「フィンランディア」
を生み、サウナ発祥の地、サンタクロースの国として、日本人にもなじ
みのある国です。携帯電話のノキアや Linux など、ハイテク産業の先進
国であり、早くからインターネットが普及し、その通信速度は世界で最
も速いとのこと。高福祉で、教育も最高水準。フィン人が 93%、スェー
デン人が 6％。公用語はフィンランド語とスェーデン語で、英語も小学
校のときから学ぶため、ほとんど全国民がトリリンガルということです。
航空便での所要時間はおよそ 9 時間半で、「日本から一番近いヨーロッ
パ」として定期直行便が開設されています。6 カ月の間に 90 日以内の
滞在であれば査証や在留許可、就労許可は不要です。歴史的にもヨーロッ
パの中では親日派と言われ、1 度は訪れてみたい国の一つです。
　
　そのフィンランドでも 2015 年 4 月には失業率 9.4% と、景気は良
くないようです。もちろんヨーロッパ全体で難民問題もあり、ほとんど
の国が大変な状況になっています。ただフィンランドのような教育水準
も高い国では、就業率だけを見るよりも、働き方そのものをお手本にし
た方がよさそうです。制度の調整は各々あるでしょうが、女性の社会進
出が進んでいたり、就業ではなく起業を目指す若者が増えていたり、と
個人を大切にしながら働き方、生き方を選んでいるように思われます。
四方をいろんな国に囲まれて培われてきた底力が見えます。関本氏のよ
うに己を再認識する鏡としてみたいですね。

フィンランド
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　代々木八幡の商店街で、長年お米屋さんを営まれていた建て主は、老朽化
が進んだ店舗兼自宅を次世代への継承も視野に入れて、新たに賃貸住宅を加
えたビルに建て替えられることにした。
　当事務所は戸建木造住宅の設計が多く、「賃貸マンションなどの資産運用面
の判断は、専門家の意見を仰いだ方がいい」と企画実績が豊富なタカギプラ
ンニングオフィスに協力を依頼した。結果、銀行の選定や返済計画だけでなく、
この地域にアピールするには、設計上どんな付加価値を考えるのがいいのか、
などいろいろと適切なアドバイスをいただいた。
　数年前に比べて建築コストが上昇したこともさることながら、今回、都心
の集合住宅の設計は法規制が厳しく、予想以上にプラン、デザインが限られ
てくることを実感した。しかし、RC 造でも木造のようなディテールを持ち、
全体に柔らかく、周辺には開かれた印象を持たせたいと考え、バルコニーの
手摺に合成木のルーバーを取付けたり、1 階の外壁もベージュや茶色の土壁風
にしたりして、落ち着いた、親しみやすい雰囲気を作り出している。細長い

以前の家の趣を活かし、建替え後も心地よく暮らす

所在地︓渋谷区
構造︓RC 造　規模︓地上６階
用途︓店舗・バレエスタジオ・共同住宅
設計︓関本竜太／リオタデザイン
施工担当︓小原
竣工︓2015 年９月　　
撮影︓BAUHAUSNEO

①5 階。リビングダイニング。左手がキッチン②同じく５階。ベランダは木製デッキを敷き、室外機の上にはこの後、ガーデニングのための棚を設えた。
引戸で開放的な空間③6 階。子世帯として独立しており、ベランダとの間にはペットのためのバッファゾーンも設けられている④4 階の賃貸スペース。1
フロア 2 戸の構成。片方を大きくとり、いろいろな利用の可能性を広げている⑤2 階バレエスタジオ⑥4 階賃貸部分のアイランドキッチン⑦1 階アプロー
チ。隣接するビルとの間は板塀。テナント側の壁は赤い土壁風の壁⑧バーズバスのようなオブジェを置いて、共用部分に癒し空間を生み出した

⑧ ⑧

敷地のビルにありがちな、奥が陰鬱な空間になることを避けるため、アプローチとなる建物右
側の通路には、足元にフロアライトを仕込み、突き当りの外部階段の下に、小さなオブジェを
置いて、建て主や居住者にとっての癒し空間になるようにしている。
　1 階はテナント、2 階はバレエスタジオ、3，4 階は 1 フロア 2 戸ずつの賃貸ルームで、5、
６階が建て主一家の住宅スペースとなっている。
　居住スペースには、なるべく木を使ってほしいとのご希望があった。既存の建物は、お米屋
さんの奥に上がり框があり、堀こたつがあって、その背中には、建て主のお父様がいつも米糠
で磨いていたというヒノキの柱があった。建て主の愛着のある柱や堀ごたつの団欒スペースも
新住居で再び採用することにした。
　高齢に向かう方の住宅設計は、既存プランの骨子は残して、改善すべきは改善する、という
方法がいい。既存の家が場所に対して、理にかなった建て方をしているのであれば、精神衛生
的にもプランを変える必要がない。よくバリアフリーと言うけれども、全部平らにすれば良い
というものでもない。座ってから建ち上がるまでは、結構な労力である。今回も畳のスペース
を 40ｃｍほど床から高くして小上がりとし、床下収納も設けている。板ぶすまもあって、長女
ご一家が泊まりに来ても大丈夫である。予算の上から天井に木を貼ることを一端あきらめかけ
たが、不燃パネルに薄い突板が貼ってある製品（ニッシンイクス）を見つけ、採用した。
　建て主の奥様のこだわりは、庭の柿の木であった。嫁がれた時から立っていた木は、ビルの
谷間なのに、美味しい実を毎年付けていた。実のなる木の移植はむずかしい。だが、今回は全
ての葉を落として別の畑に移植。「冬を越して再び春に芽を出せば大丈夫」と言われ、戻ってき
たときには葉を付けていたという感動ストーリーがあった。建物前面に移され、今も道行く人
を眺めている。

（関本竜太氏　談）
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①
一流思考の辰がୂく、フロントランナーのா意Front Line 81

　今月は、「A-FLAT」の設計者、リオタデザインの関本ໄ୬氏におਵをቯい
ます。フィンランドでの෯密な時間が、人生の大きなૡ機となったそうです。

―関本さんのフィンランドとの出会いはどんなことだったのでしょうかء

関本：大学を෮業してਈੂはྕଶ៑୏先生の設計事務所にোりました。5 年
半ほど在ආし、集合住宅や整஄外ఐ、໽ည園などを担当しました。
　ૡ機となったのは 1999 年に新ฬ൒行として行った北௎൒行です。デンマ
ークやスウェーデンを඲り、フィンランドではアールトの建築を主に見てన
きましたが、੥ટ的にஎにとってઈ୵の出会いとなったのは、アールトでは
なくঘハ・レイヴィスカ設計による「ミュールマキ教会」でした。外௴はಞ
၁なのですが、内部空間が大૗豊かで、୾にෆみこまれるような、これまで
体験したことのない空間でした。それまでも世界中で様々な建築を見てきま
したが、「自分が作りたい建築はこういうものだ」と思えたのはੂめてのこと
でした。

　その後ష国したஎは、事務所をോめてフィンランドにநる決心をしました。
そこからのஎは、ઈ୵のუにඕきこまれるようにいろんな人に出会ってゆく
ことになります。人はひとたび໅をฐって前に進み始めると、行く先々で౦
んな人が手をさしのसてくれるものなのですね。
　୻えय知人に相୥すると、ೀの௵人が近々ঘハ・レイヴィスカ事務所から
ష国するらしいという事実が発ಁしてその௵人をງஂしてもらってਵをୂい
たり、またその௵人からશのフィンランド関બ者をງஂしてもらったりして、
関બは繋がってゆきました。
　そんな中ある建築家からຘいた「日本でいくらੁを඲らしていてもだめ。
行きたいのなら、行かなくては始まらない」というシンプルなஃ言が心に஭き、
一路フィンランドにநって౐ମ現地での಺ણをはじめることにしました。

　フィンランドでは様々な設計事務所の୅をᇗきました。঍テルの部屋から
ਗ਼ਵ໩を頼りに、ൺっഈから設計事務所にਗ਼ਵしてゆくのです。もちろん全
く相手にされませんでしたが、世界的建築家でもあるミッコ・ঊイッキネン
氏（ঊイッキネン٭コモネン）が会ってくれることになり、事務所に౒しか
けたこともありました。
　当時のフィンランド建築界はཿ性的な不ବ気で、どこも外国人を౻う౟ඥ
などありません。ミッコの事務所も୻外ではなく、੥ଂ౻ってもらうことは
できませんでしたが、શの事務所をງஂしてくれたり、日本に行った思い出
などをਵしてくれたり、とてもആかな対ૢをしてくれました。　

　ਈ後にはঘハ・レイヴィスカの事務所にも行きました。ঘハの事務所はも
っと敷居が高くて、スタッフがなかなかਗ਼ਵを取り次いでくれないのです。
でも何度もਗ਼ਵをして時間を作ってもらいました。੥ટから言うと、事ੲは
同じで౻ってもらうことはできなかったのですが、ここでもまたঘハの人ੲ

必要なのは大ਲਉにዉऍ出すಁ༔ 関本ໄ୬طリオタデザイン

味⌗れる対ૢにඡれることができ、ౘૣで得がたい経験ができました。

―そこから、どうして೏学するということになったのでしょうかء

関本：はい。その಺ણの൒で、ਈ後に௰れたのが、アールトがキকンパス
の設計をしたঊルシンキ工ఐ大学（現アールト大学）でした。そこで日本
からの೏学生と出会い、キকンパスを੧内してもらうことができました。
ጟれの建築学ఐ༠では೏学担当の෸書にもງஂしてもらったのですが、ೄ
いቂቇのつもりが、先方はஎが೏学ൌ஦者だと思ったらしく、そこでいろ
いろと೏学のହ明をしてくれました。
　੥ฬもしていましたし、今さら೏学など全く考えていなかったのですが、
ਵをୂいているうちに、೏学という৭උ࿔がとても現実的なもののように
思えてきました。何より೏学をすれय、学生ビザがもらえてフィンランド
に長期฽在することができるのです。こちらでの಺ણにもきっとチকンス
が出てくるだろうと考えました。今にして思えयဪな考えですが、当時の
எは必ଈでした。
　૮事೏学をટたし、現地での生ણが始まりました。フィンランドでの生
ણを通して学んだことや、受けたඵ激は計り知れません。体にഉみこんだ
現地の空気感や北௎の人୸の建築やデザインに対する考え方は、しっかり
と自らの感ಁとしてମについたように思っています。

―そしてష国し、ஆ立されたのですね

関本：はい。ただ、そう一൙ಐには行きませんでした。いつかஆ立したい
とは思っていましたが、当時のஎはフィンランドでの生ણがౄ実していた
ので、このままフィンランドにଋっても良いとも思っていました。ところが、
೏学して次第に気づかされたのは、ྜྷしくも೫く௞れた日本という国のಞ
อらしさでした。　

　਱こうの建築家や学生୸は、எが日本から来たというと৯を຤かせてい
ろんなସ問をぶつけてきます。਱こうでも日本の建築家は大૗人気があり、
それにਸえて日本ધ化に対する௪味もまたびっくりするくらいあるんです。
೑々は島国で、どちらかというと௎৪に対してਬけ৯を感じることが多い。
しかし、્にヨーロッパの人୸にとって日本という国はとても્શで๑ร
にகする国なのだということに気づかされました。
　そして建築実務のレベルに関しても、所৩時代は決して๢を୑れるよう
なスキルは自分にはないと思っていましたが、日本のアトリエでြえられ
た図面能力は思っていた以上に、どこに行っても通用するレベルなのだと
いうことにも気づかされました。模஑にඹっては、日本では଄いスタッフ
がჳしい顔でスタディ模஑を作りますが、あのようなಖ度やスピード、಍
やかさで模஑を作れる国などどこにもありません。現地ではஎが模஑を作
っているとహ山の人だかりができるほどでした。

　எはフィンランドに෗を埋めるよりも、日本のడしい଼ଥ社会の中に再
びମを઼いてみたくなりました。自信がહいたのだと思います。それはフ
ィンランドで得たものというよりは、もともと自分が持っていたものに改
めて気づかされたという方が近いかもしれませんね。
　「行きたいのなら行けयいい」、そうஃ言を下さった方に感පしています。
何事も、自分が信じた道を進むことが大જです。自分がಁ༔を決めれय、
ఢりが૗わってゆく。そういうことを、எはフィンランドから学んだよう
な気がします。
―本日は、どうもありがとうओざいました

Ryota
Sekimoto
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1994 年  日本大学理工学部建築学ఐ ෮業
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2002 年 2 月　 一௻建築૒事務所リオタデザイン 設立
2007 年 1 月　 株ૄ会社リオタデザイン 代਀取ഁ૽
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関本　ໄ୬

関本ໄ୬氏　
レイヴィスカ設計のස明がある事務所にて
撮影：アック東京
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「ミュールマキ教会」設計：ঘハ・レイヴィスカ
写真઀୹：関本ໄ୬氏
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・またもや建設業界の信頼をゆるがす事件が起きてしまいました。杭工事のデータ偽装は、一社にとどまらない、全体の問題としてとらえなくて
はならないでしょう。地面の中は開けてみなくてはわからないことも多くあり、図面だけで済まないこともたくさんおきますが、その後の姿勢が
問われているのだと思います。

編集後記

「社内講演会『都市のエージェントはだれなのか』~ 北山恒氏をお迎えして」　　10 月 3 日

構造：
規模：
用途：
設計：計画意匠研究所
完成：2016 年 6 月

｢ 湯島 K ビル」地鎮祭　　10 月 2２日 

＜パリとニューヨーク＞
　パリは、1853 年から 70 年までのたかだか 17 年間で一気に作られた
ことはあまり知られていません。大通りと広場の「スタープラン」は、当
時王政に反対する市民の暴動が多く、見通しをきかせるために、行政官オー
スマンが考えたものでした。通りに対して連続した建物の壁は、その外側
をパブリック、内側をプライベートとする概念を生み出しました。
　そして、ニューヨーク。こちらも 1900 年からわずか 30 年程でたくさ
んのビルが作られました。1871 年のシカゴ大火から始まった「現代都市」
は、それまで都心を作っていた広場や教会や行政機関の代わりに、オフィ
スビルという新しい建築物を中心としており、ニューヨークでさらにマン
ハッタン・グリッドという経済資本的なゾーニング法で資本家がビルを建
てやすいシステムを生み出しました。その後、世界の主流となるモダニズ
ム建築、グローバリズムに繋がる動きです。

＜東京の近代化＞
　江戸時代すでに大都市だった東京。関東大震災の前年に撮られた江戸の
街並みの写真を見ると、低い瓦屋根の家が続き、豊かな庭木が間を埋める
庭園都市の様相を呈しています。武家屋敷はだいたい 100 坪が基本で、
町人は街路に面した店構えを立派なものにしたと言われています。
　しかし、1923 年の関東大震災で過半が消失。再生しますが、1945 年
第二次世界大戦の東京大空襲で再び壊滅的な被害を受けます。そして
1950 年代からの高度経済成長期でスクラップアンドビルドにより、面白
いように建物が作られ始めました。都心にはアメリカ同様、オフィスビル

　10 月の社内全体勉強会は、横浜国立大学大学院　Y-GSA 
(Yokohama Graduate School of Architecture) 教授、北山
恒先生をお迎えしました。
　2010 年に、ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展「トウキョ
ウ・メタボライジング」のコミッショナーとして展示を担当
された北山先生。その時の考察を下に、パリ、ニューヨーク
など世界の都市の成り立ちを比較し、東京オリンピックを前

① ③②
④①講義を熱心に受ける参加者たち

北山恒氏

④北山先生が 8 月に
上梓された、『都市
のエージェントはだ
れなのか』

（TOTO 建築叢書 6）
今回の講演内容をさ
らに詳しく知りたい
方はぜひ参考にな
さってください

が建ち並ぶようになります。
　その折、戦前「東京緑地計画」として制定され、戦時中防空空地として
指定された「環状緑地帯」にインフラ整備がされないまま、仮設的に多く
の住宅が建設され、また山の手地区にも不良住宅が建てられました。それ
らが、現在の木造密集市街地となっています。政府は幹線道路や学校、公
園などを整備したほかは、住宅は自力の再生に任せていたために、それら
は全て合わせると7000ha以上にもなってしまい、建替えもままならなず、
予想される地震などの災害、それに続く火災の発生が問題になっています。
　そこで Y-SGA では「1 番密集しているところを不燃化すると町全体が
不燃化する」という実験に取り組んでいます。上手に工事すると 4 階建
くらいが建てられるので、小規模集合住宅に建替えやすいように法整備を
整えてほしいという働きかけを行っています。建物も、お互いが見えるよ
うな、人と人のつながりを新たに生むようなコンセプトでプランをつくり
ます。以前、辰の施工で、廊下部分を透明なガラスにして、互いの顔が見
えるという複合ビルを三宿に作りました。洗足でつくった集合住宅（他社
施工）では、居住者の視線を検討しながら、建具を障子のように移動させ
る仕掛けを作り、建築学会賞をいただきました。
　大規模再開発でなく、中・小規模で建物を作っていく技術の習得が今後
の建設業界には必要です。小さな敷地で設計も様々ですが、このようなマー
ケットは急激に進む可能性があります。空き家になり、その不動産を相続
した人も扱い方がわからない。そんなときにこういう解答がある、と示す
仕事―これをどうこなしていくかが、2020 年以後の本当の街づくりの戦
略となることでしょう。　（以後、省略させていただきました）

②弊社施工の「集合住宅２０K」では、
都心に大きな空地を生み出した

③同じく弊社施工「クラールハイツ三宿Ⅰ」。
人と人をつなぐガラス張りの住宅

に建設ブームとなっている今、東京に求められてい
るのはどんな建物なのかを語られました。
　2 時間という短い時間ではありましたが、都心で
中・小規模建築の施工を手がける施工会社として、
大きなうねりの中で自分たちの仕事の意味を改めて
考えさせていただく機会となりました。
　

「『リジェンティス』が 2015 グッドデザイン賞受賞」　　10 月 30 日 ~11 月 4 日（受賞展開催）
　昨年施工させていただいた「リジェンティス」が 2015 グッドデザ
イン賞を受賞しました。(shinclub181 掲載）。受賞理由は「緩やかな

設計の木名瀬佳世氏。現在、和歌山、
茨城でもお仕事を展開中です

構造：RC 造　規模：地上３階
用途：事務所・クリーンルーム
設計：木名瀬佳世
竣工：2014 年 12 月
撮影：傍島利浩

曲面を描く内部空間に優しいヒューマ
ンスケールを持った吹き抜け空間が広
がり、企業姿勢が感じられる好感度の
高いデザインとなっている。上階に来
賓施設をおき、研究所自体をお迎え空
間としているところが面白い」とのこ
と。この賞は、「社会のさまざまな課
題を解決するために、デザインは何が
できるか」がテーマです。受賞は、施
工の弊社にも励みとなりました。
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